
厚
生
労
働
大
臣
杯
争
奪

第
　
　
　
５．
　
　
　
回

全

日

本
実
業
柔
道
団
体
対
抗
大
会
報
告
書

鳥
取
県
立
武
道
館
開
館
記
念

綜
合
警
備
保
障

が
初
優
勝

女
子
は

コ
マ
ツ
が
連
覇

厚
生
労
働
大
臣
杯
争
奪
第
５．
回
全
日
本
実
業
柔

道
団
体
対
抗
大
会
は
、
６
月
９
～
１０
日
の
両
日
、

米
子
市
の
鳥
取
県
立
武
道
館
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
。
昨
年
ま
で
５
年
間

「
ガ
ン
バ
レ
神
戸
〃
阪
神

淡
路
大
震
災
復
興
祈
念
大
会
」
と
し
て
神
戸
市
で

開
催
し
て
き
た
。
今
回
は
鳥
取
県
立
武
道
館
の
開

館
記
念
と
し
て
地
元
鳥
取
県
柔
道
連
盟
の
絶
大
な

る
支
援
に
よ
り
、
米
子
市
で
の
開
催
と
な
っ
た
が
、

全
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
井
上
康
生
選
手
の
出
場
な

ど
も
あ
り
、
白
熱
し
た
す
ば
ら
し
い
盛
り
上
が
り

の
大
会
と
な

っ
た
。
大
会
参
加
チ
ー
ム
は
男
子
９．
、

女
子
１６
の
計
１０７
チ
‐
ム
で
あ

っ
た
。

開
会
式
恒
例
の
年
間
最
優
秀
選
手
に
は
、
平
成

・２
年
度
永
野
重
雄
杯
に
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク

金
メ
グ
リ
ス
ト
の
野
村
忠
宏
５
段
ぐ
ゝ
キ
ハ
ウ
ス
）

と
瀧
本
誠
４
段

（日
本
中
央
競
馬
会
）
の
２
人
に
、

ま
た
宮
崎
輝
杯
に
同
じ
く
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ツ

ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
田
村
亮
子
４
段

（ト
ヨ
タ
自

動
車
）
の
３
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
初
受
賞
と
な
っ
た
。

初
日
は
男
子
第
二
部
と
女
子
第

一
部
が
行
わ
れ

た
。
男
子
は
初
出
場
な
が
ら
全
日
本
級
を
そ
ろ
え

た
了
徳
寺
学
園
が
無
失
点
で
決
勝
進
出
を
果
た
し
、

本
田
技
研
熊
本
と
激
戦
の
末
、
３
１
２
で
初
出
場

初
優
勝
を
飾
っ
た
。

女
子
第

一
部
は
４
チ
ー
ム
の
リ
ー
グ
戦
と
な
り
、

コ
マ
ツ
が
２
年
連
続
４
度
目
の
優
勝
を
飾

っ
た
。

最
終
日
も
名
勝
負
の
連
続
で
館
内
は
沸
き
に
沸

い
た
。
男
子
第

一
部
は
シ
ド
ニ
ー
の
１００
地
級
金
メ

グ
リ
ス
悴
で
全
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
井
上
康
生
５

段
を
擁
す
る
綜
合
警
備
保
障
Ａ
が
、

伝
統
の
新
日
鐵
と
旭
化
成
を
連
破

し
、
念
願
の
初
優
勝
を
達
成
し
た
。

井
上
と
と
も
に
新
社
会
人
と
な
っ
た

生
田
の
貢
献
も
大
き
か
っ
た
。

同
二
部
は
平
成
管
財
が
３
１
０
で

京
葉
ガ
ス
を
破
り
、
Ｖ
２
を
決
め
た
。

女
子
第
二
部
の
西
日
本
警
備
保
障

は
初
Ｖ
。

な
お
、
来
年
の
第
５２
回
大
会
は
会
場
を
長
野
市

に
移
し
て
行
わ
れ
る
。

選手宣誓をする出口健三選手 (新日本製鐵)
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生
田
、
綜
合
警
備
が
逆
転
勝
ち

初
め
て
の
決
勝
顔
合
わ
せ
。
２
年
ぶ
り
８
度
目

の
復
活
を
目
指
す
名
門
旭
化
成
に
対
し
、
過
去
３

位
入
賞
は
１
度
あ
る
が

（４４
回
千
葉
大
会
）
決
勝

進
出
は
未
経
験
だ

っ
た
綜
合
警
備
保
障
Ａ
。
そ
の

旭
化
成
か
ら
は
絶
対
的
な
ポ
イ
ン
悴
ゲ
ツ
タ
ー
で

あ

っ
た
篠
原
信

一
５
段
が
名
前
を
消
し
て
い
る
。

退
職
し
、
母
校
天
理
大
の
教
員
と
な
っ
た
た
め
だ

●

し
か
し
、
試
合
は
始
ま
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら

な
い
。
先
鋒
戦
、
旭
化
成
の
下
出
が
豪
快
無
比
の

内
股
で
上
水
を
降
し
、
先
取
点
を
奪

っ
た
。
こ
の

ま
ま
逃
げ
切
れ
た
ら
／
と
旭
化
成
の
応
援
席
は
思

っ
た
だ
ろ
う
。
次
鋒
戦
が
持
ち
手
争
い
に
こ
だ
わ

り
、
両
者
警
告
か
ら
、
な
お
進
展
せ
ず
、
双
方
反

則
負
け
。

中
堅
戦
。
井
上
―
村
元
は
４
月
の
全
日
本
に
続

き
本
年
２
度
目
の
対
決
で
、
あ
の
時
は
準
決
勝
で

攻
め
の
遅
い
村
元
が
消
極
注
意
を
受
け
て
不
覚
の

黒
星
。
今
度
は
そ
う
は
さ
せ
じ
の
意
気
込
み
で
村

元
よ
く
積
極
的
に
右
大
内
刈
り
を
飛
ば
し
て
前

へ

出
る
。
井
上
は
落
ち
着
い
て
左
足
を
上
げ
て
フ
ェ

イ
ン
ト
、
次
は
右
と
出
る
機
を
う
か
が
う
。
息
づ

ま
る
熱
戦
で
は
あ
る
が
、
互
い
に
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
技
を
発
揮
で
き
な
い
。
ラ
ス
ト
は
大
内
刈
り
、

背
負
い
投
げ
の
連
続
シ
ー
ン
も
見
せ
た
が
、
こ
の

プ
ラ
チ
ナ
カ
ー
ド
は
引
き
分
け
。

こ
の
形
勢
が
続
け
ば
下
出
の
先
取
点
が
生
き
る
。

し
か
し
副
将
戦
で
は
生
田
が
開
始
４２
秒
、
高
橋
を

内
股
に
切

っ
て
落
と
し
て
１
１
１
と
タ
イ
ス
コ
ア

に
持
ち
込
む
。
場
内
、
両
陣
営
沸
き
立

つ
と
こ
ろ

で
本
年
の
全
日
本
三
位
入
賞
以
来
快
調
の
小
嶋
が

勢
い
に
乗

っ
て
、
開
始
１８
秒
内
股
で
斎
藤
制
剛
を

宙
に
舞
わ
せ
て
、
歓
喜
の
大
逆
転
勝
利
を
演
じ
た
。

準
決
勝
で
綜
合
警
備
に
②
１
２
の
内
容
負
け
と

な

っ
た
の
は
、
も
う
１
つ
の
名
門
新
日
鐵
だ
。
こ

こ
で
は
シ
ド
ニ
１
９０
監
級
代
表
で
、
右
ひ
じ
を
負

傷
し
た
吉
田
秀
彦
６
段
が
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
以
来
咄

日
ぶ
り
の
公
式
戦
で
復
活
。
し
か
も
２
試
合
と
も

先
鋒
を
引
き
受
け
、
千
葉
大
輔

（日
本
道
路
公
団

Ｂ
）
に
は
伝
家
の
宝
刀

・
左
内
股
を
見
事
に
決
め

た
。
技
が
か
か
る
た
び
に
フ
ァ
ン
の
歓
声
と
拍
手

が
大
き
く
人
気
の
高
さ
を
物
語

っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
大
会
で
実
業
団
を
退
き
、
母
校

天
理
高
の
教
員
と
な
る
養
父
直
人
５
段
は
ラ
ス
ト

フ
ァ
イ
ト
を
飾
れ
ず
、
無
念
の
歯
が
み
を
こ
ら
え

て
い
た
。

日
本
中
央
競
馬
会
も
、
も
っ
た
い
な
い
試
合
を

落
と
し
た
。
綜
合
警
備
に
対
し
谷
国
が
生
田
に
、

安
蒜
が
小
嶋
に
２
点
を
あ
げ
て
中
堅
戦
は
引
き
分

け
、
こ
の
あ
と
副
将
大
下
、
大
将
松
本
が
井
上
、

上
水
に
そ
れ
ぞ
れ

一
本
負
け
し
た
た
め
、
②
１
２

内
容
負
け
と
な

っ
た
。
し
か
し
松
本
は
大
内
刈
り

で
技
あ
り
を
奪
い
、
そ
の
ま
ま
け
さ
固
め
。
有
効

．
．
．　

　

　

　

　

一
一
一
予
一一Ｆ
一
喝
ｉ

=【靱― タ
イ
ム
を
経
過
し
、
あ
と
５
秒
で
技
あ
り
、
合
わ

せ
て

一
本
と
な
る
と
こ
ろ
を
下
か
ら
返
さ
れ
て
逆

転
負
け
は
泣
き
切
れ
な
い
。

/Jヽ

鳴
で

―・ ヽ ~~=~

小鳴の内股見事に決まる

初優勝の線合警備保障 Aテ ーム

蝉揃撞

いへ
， ″一　、

サ
ー

J

■
優
勝
監
督
コ
メ
ン
ト

綜
合
警
備
保
障
Ａ
　
河

合

宏

和

井
上
が
加
入
し
た
が
、
そ
れ
に
頼

ら
ず
皆

一
丸
と
な
り
全
力
を
出
し
て

く
れ
た
。
も
ち
ろ
ん

″井
上
効
果
″

は
大
き
い
。
社
内
で
も
柔
道
の
話
題

が
盛
り
上
が

っ
て
い
る
。
で
も
正
直

言

っ
て
自
信
は
な
く
、　
一
試
合

一
試

合
ぎ
り
ぎ
り
に
上
が

っ
て
行

っ
た
。

決
勝
は
普
通
で
は
勝
て
な
い
か
ら
オ

ー
ダ
ー
も
正
攻
法
で
な
く
、
ア
レ
ン

ジ
し
た
。
不
調
の
副
将
と
大
将
を
前

に
移
し
た
。
井
上
―
村
元
は
作
戦
通

り
。
勝

っ
て
も
負
け
て
も
後
２
人
に

任
か
す
。
井
上
加
入
で
今
ま
で
夢
だ

っ
た
の
が
現
実
に
。
ル
ー
キ
ー
生
田

に
は
緊
張
せ
ず
、
肩
の
力
を
抜
い
て

や
っ
て
く
れ
と
言

っ
た
。



男子第一部成績表

優 勝 綜合警備保障 A
準優勝 旭  化  成
第 3位 新 日 本 製 鐵

第 3位 日本道路公団A

新 日 鐵 | 7 旭 化 成

ダ イ コ ロ 2 8  NTT東日本東京

日本道路公団B  3 9 線合警備保障B

綜合讐備保障A  4 10平 成 管 財

セ  コ ム  5 | 九 州 電 力

中央競馬会 6 12 日本道路公団A

第 1言式合

新   日

○吉 田秀 彦

湊 谷 知 幹

養 父 直 人

永 井 亮 平

○高 橋 徳 三

第 2言式合

州]    イし

○窪 田 茂
斎 藤 制 剛

○高 橋 宏 明

○下 出善 紀

○村 元 辰 寛

【準 決 勝】

鐵 2-② 線合警備保障 A
6段 優勢勝ち ガヽ 嶋 新 太 3段
4段 
―

 生 田秀和 3段
5段 背 負 投 有 川光誠 4段○

3段 優勢勝ち 井上康 生 5段○
3段 優勢勝ち 近野貞 治 3段

成

4段

3段

4段

5段

4段

線合警備保障 A

上水研一朗 3段

有 川 光 誠 4段

井 上 康 生 5段

○生 田 秀 和 3段

○小 嶋 新 太 3段

4-0 日本道路公団 A
反則勝ち 中 嶋 康 博 4段

―

中 村 陽 -3段
内  股 浦 田  剛 4段
優勢勝ち 田 村 和 也 4段
優勢勝ち 小 齋 武 志 3段

【決  勝】
2-|

内  股
反貝U負け

―内  股
内  股

旭  化   成
下 出 善 紀 5段○

窪 田  茂 4段
村 元 辰 寛 4段

高 橋 宏 明 4段

斎 藤 制 剛 3段

平成12年度 年間最優秀選手

〔永野重雄杯〕 野村 忠宏 (ミ キハウス)
瀧本  誠 (日本中央競馬会)

〔宮崎 輝杯〕 田村 亮子 (ト ヨタ自動車)

〔特
別
功
労
賞
〕

山石
根

史

郎
（大
阪
ガ
ス
　
２０
回
出
場
）

〔功
労
賞
〕

大

森

啓

一
ズ
日
立
製
作
所
　
１９
回
出
場
）

′

中●

［男
子
］

第

一
部

第
二
部

第
二
部

［女
子
］

第

一
部

第
二
部

（綜
合
警
備
保
障
Ａ
）

（　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
）

（旭
化
成
）

（平
成
管
財
）

（
　
　
〃
　
　
）

（京
葉
ガ
ス
）

（了
徳
寺
学
園
）

（
　
　
　
〃
　
　
　
）

（本
田
技
研
熊
本
）

０

マ

ツ

）

（　
　
〃

　

）

（西
日
本
讐
備
保
障
）

（　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
）

志 村 野 中 小 系 下 井 生

村 田 瀬 村 林 <出 上 田
哲 龍 英 和 広 ア 善 康 秀

也 一 豪 裕 幸 参 紀 生 和

阪 中  高 村
田 濱  橋 元
達 真  徳 辰
也 吾  三 寛

新 旭
日 化
鐵 成

（京
葉
ガ
ス
）

（近
畿
通
関
）

（Ｉ
Ｍ
Ｓ
）

（大
京
フ
ー
ズ
）

茂

木

仙

子

住
友
運

山

田
千

恵

美

（タ
タ
デ
珂
従
）

藤 平

村 田

良 和

太 義



ス
ペ
イ
ン
の
欧
州
王
者
が
い
て

平
成
管
財
Ｖ
２

決
勝
戦
は
、
先
鋒
戦
か
ら
両
者
気
合
十
分
の
激

し
い
攻
防
で
、
寝
姿
勢
の
時
に
新
田
の
歯
が
宮
本

の
左
手
に
当
た
っ
た
と
か
で
試
合
中
断
。
し
か
し

大
事
に
至
ら
ず
再
開
す
る
も
引
き
分
け
。
次
鋒
戦

は
中
村
が
長
身
１８３

ｃｍ
谷
本
に
食
い
下
が

っ
て
大
内

刈
り
か
ら
連
続
の
左
送
り
足
払
い
、
こ
れ
が
決
ま

っ
て
谷
本
横
転
、
京
葉
ガ
ス
技
あ
り
の
先
取
点
。

谷
本
も
右
内
股
で
反
撃
す
る
が
、
中
村
弾
力
性
の

あ
る
体
さ
ば
き
で
切
り
抜
け
る
。

問
題
は
中
堅
戦
で
別
地
の
ル
ア
ノ
（
ス
ペ
イ
ン
）

が
‐５０
地
吉
永
を
１
分
１５
秒
赤
畳
か
ら
左
払
い
腰
で

ゴ
ロ
リ
有
効
。
そ
の
ま
ま
け
さ
固
め

一
本
。

ヘ
ー

シ
ン
ク
か
ル
ス
カ
（以
上
オ
ラ
ン
グ
）
の
再
来
を
思

わ
せ
る
巨
漢
で
、
２
０
０
０
年
５
月
ョ
ー
ロ
ッ
パ

選
手
権
大
会
の
オ
ー
プ
ン
優
勝
者
の
由
。

副
将
戦
は
勝
負
ど
こ
ろ
、
天
下
分
け
目
の
決
戦

場
だ
が
、
右
左
の
け
ん
か
四
つ
の
た
め
組
み
手
争

い
に
終
始
し
、
残
り
１８
秒
両
者
警
告
の
ま
ま
引
き

分
け
。
大
将
戦
は
山
岸
が
す
く
い
投
げ
に
行
く
と

こ
ろ
払
い
巻
き
込
み
で
老
練
小
林
が
と
ど
め
を
刺

し
た
。

■
優
勝
監
督

コ
メ
ン
ト平

成
管
財
　
井

上

晃
　
一

第

一
部
が
１
回
戦
負
け
で
、
皆
の
気
持
ち
が
乗

れ
な
か
っ
た
。
だ
が
決
勝
は
団
結
し
て
や
れ
た
。

去
年
の
チ
ー
ム
か
ら
小
林
と
谷
本
、
新
入
は
森
川

と
宮
本
で
、
ル
ア
ノ
は
身
長
２
ｍ
、
２３
歳
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
大
き
い
相
手
と
ば
か
り
や
っ
た
の
で
、

今
回
は
小
さ
い
相
手
に
て
こ
ず

っ
て
い
た
。
決
勝

の
相
手
は
大
き
か
っ
た
の
で
「
ノ
ー
プ

ロ
ブ
レ
ム
。

問
題
な
い
」
と
喜
ん
で
い
た
。
こ
っ
ち
も
安
心
し

て
見
て
い
た
。
去
年
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
後
、
鳥
海
又

五
郎
さ
ん
（元
全
日
本
柔
道
連
盟
事
務
局
長
）
が
役

員
で
来
ら
れ
て
外
国
人
ス
カ
ウ
ト
が
強
力
に
な

っ

た
。

第二部優勝の平成管財チーム

【決   勝】

平 成 管 財 2-1京 葉 ガ ス

宮本健 治 4段 ―美 ― 新 田雅 史 4段

谷本竜 孝 3段 優勢勝ち 中村和裕 3段○
○ル ア ノ 4段 袈 裟 固 吉 永喜史 3段
森 川修 次 3段 ―⇒←― 倉 吉智宏 3段
○小林 広幸 4段 払 巻 込 山岸裕 二 5段

男 子 第 二 部 成 績 表

優 勝 平 成 管 財  第 3位 ダ イ コ ロ
準優 勝  京  葉  ガ  ス 第 3位 近 畿 通 関
以上 の 4チ ー ム は次 年 度 第一 部 に昇 格 す る

東  芝  A I
近 畿 通 関 2

自衛隊体育学校 3
三菱化 学物流  4
ミ ツ ウ ロ コ 5
王子製紙苫小牧 6
O  」  J  A

平 成 管 財

新 日鐵 ・ 八 幡

日 本 通 運

7

8

9

10

東 レ ・ 滋 賀

三菱重工名古屋

トミら

▲本
｀

イ憂勝に貢献した巨漠ルアノ

14豊 田 自動繊機

5 東 洋 水 産
16東 京 消 防 庁

7 愛メデ ィカル

8 トヨタ 自動車
19ダ イ コ ロ

20 東  芝  B
21京 葉 ガ ス

22

23

24

高 宮 整 骨 院

九 州 電  力

M

化

Ｇ

成25  カ旦



強
化
選
手
そ
ろ
え
た
了
徳
寺
学
園
が

初
出
場
初
優
勝

初
出
場

の
了
徳
寺
学
園
が
、
全
日
本
ク
ラ
ス
の

強
豪
選
手
を
揃
え
て
出
場
し
て
き
た
。
世
界
選
手

権
補
欠

の
村
田
を
は
じ
め
本
年

５
月

の
東

ア
ジ
ア

大
会

（大
阪
）
６６
監
級
優
勝

の
鳥
居
、
寝
技

の
名
手

小
室
、

４
月

の
全
日
本
選
手
権
初
出
場

の
野
瀬
な

ど
粒
よ
り
の
メ
ン
バ
ー
。
無
失
点

で
５
試
合
を
勝

ち
抜
き
決
勝
戦
進
出
し
た
。
決
勝

で
は
本
田
技
研

の
執
念

に
苦
戦
し
た
が
、
堂

々
の
初
優
勝
を
成
し

遂
げ
た
。

先
鋒
は
残
り
１２
秒
、
鳥
居
や

っ
と
巴
投
げ
効
果
。

次
鋒

戦

は
小
室

が
飛
び
十
字

を
狙

っ
て
果

た
せ

ず
、
得
意

の
寝
技

に
持
ち
込
め
な

い
ま
ま
平
江

に

指
導
を
奪
わ
れ
て
、
あ
げ
く
大
外
刈
り
有
効

で
逆

転
さ
れ
る
。

中
堅
戦

に
入
る
や
野
瀬

の
大
内
刈
り
技
あ
り
、

十
字
固
め
の
速
攻

に
冨
岡
た
ま
ら
ず

「
ま

い

っ
た
」

を
打

っ
て
開
始
後

１０
秒

の

一
本
。
副
将
戦
も
村

田

の
体
落
と
し
２５
秒
、

こ
れ
で
あ

っ
け
な
く
勝
負
が

付

い
た
。
本
田
技
研
は
大
将
志
村
が
気
迫
あ
ふ
れ

る
試
合

ぶ
り
で
右
小
外

の
有
効
を
う
ば

い
古
一兵
チ

ー
ム
の
心
意
気
を
見
せ
た
。

■
優

勝
監

督

コ
メ

ン
ト

了
徳
寺
学
園
　
斎

藤

芳

才

勝
負
は
下
駄
を
履
く
ま
で
わ
か
ら
な
い
と
思

い
、

気
を
引
き
締
め
て
戦

っ
た
。
全
選
手
が
全
日
本

の

合
宿
も
合
め
十
分
に
稽
古
を
し
て
お
り
、
の
び

の

び
と
戦

い
、
良

い
結
果
を
出
し
て
く
れ
た
。

私
自
身
も
良

い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。

【準 決 勝】

S O-4 了

本 田 技 研 熊 本 4-1 大

〔決  勝】

了 徳 寺 学 園

○鳥 居 智 男 5段

小 室 宏 二 3段

○野 瀬 英 豪 3段

O村 田龍 -2段
岡 本 栄 治 2段

徳 寺 学 園

京 フ ー ズ

3-2本 国 技 研 熊 本

優勢勝ち 松 尾 圭 二 2段
優勢勝ち 平 江  勝 2段○
腕挫十字固 冨 岡  良 3段
体  落 山 本 和 博 3段
優勢勝ち 志 村 哲 也 3段○

第三部優勝の了徳寺学園チーム

男 子 第 二 部 成 績 表

優 勝 了 徳 寺 学 園

準優 勝  本 田 技 研 熊 本
第 3位  I  M
第 3仕 大 京 フ ー ズ

以 上 の 4チ ー ム は次 年度 第 二 部 に昇格 す る

羽田タートルサービス

武 田薬 品・光

北 陸 電 力

サII 崎 製 鉄
MCインターナショナル

日立製作所 '日 立

戸 高 鉱 業 社

新 日 鐵 ・ 光

東 レ 。滋 賀
I   M   S

近 畿 通 関

聞西医療学園付属整骨院B

全 国警備保障
ミ  ズ  ノ
東 京 電 力

不  二  越
新 日鐵 ・室 蘭
ク ラ レ 岡 山

了 徳 寺 学 園

十仝会聖明病院

旭  化  成
セ コム上信越

16

17

18

19

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

本 田技研熊本

新日鐵 。名古屋

アイシ ン精機

日本道 路公 団

十全会回生病院

関西医療学園附属整骨院A

」 R東 日本 A
南 海 電 鉄

平 本 建 設

日 本 通 運

新 日鐵 ・大分

大 京 フ ー ズ

鳥取刑務所 B

安 )II 電 機

東京都柔道接骨師会

愛 メデ ィカル

日 立 製 作 所

甲 南 柔 友 会
セントラル警備保障

日柔整請求サービス

新 日 鐵 ・ 堺

芝

ス

ミ
ク

庁

ル

ガ
　
一″
県
ヒ

ナ

ン
　
　
ド

阪
　
腑
山
ツ

東

大

ミ

神

富

グ

，
」
Ｆ

了
徳
寺
学
園



コ
マ
ツ
完
全
優
勝

前
年
の
５
チ
ー
ム
か
ら
塩
谷
建
設
が
抜
け
た
の

は
富
山
国
体
が
終
わ
っ
た
せ
い
だ
ろ
う
か
。
コ
マ

ツ
は
前
年
３
勝
１
敗
で
の
優
勝
だ
っ
た
。
最
終
戦

で
ミ
キ
ハ
ウ
ス
に
負
け
、
勝
敗
数
は
並
ん
だ
も
の

の
勝
ち
点
の
数
で
辛
く
も
１
位
と
な
っ
た
。
そ
れ

が
今
回
は
住
友
海
上
に
許
し
た
１
失
点
の
み
で
３

戦
全
勝
し
た
。
リ
ー
グ
戦
で
は
あ
る
が
、
事
実
上

の
決
戦
は
対
住
友
海
上
戦
。

先
鋒
の
窪
田
が
茂
木
の
右
そ
で
釣
り
込
み
腰
で

技
あ
り
を
先
取
さ
れ
た
。
し
か
し
次
鋒
山
田
、
中

堅

一
見
が
た
ち
ま
ち
２
点
を
あ
げ
て
追
い
抜
い
た
。

し
か
し
、
ま
だ
戦
い
は
こ
れ
か
ら
だ
。
住
友
の
木

本
と
吉
田
が
残
っ
て
い
る
。
猛
然
と
内
股
で
一
発

を
狙
う
木
本
、
そ
こ
を
天
尾
に
返
さ
れ
て
効
果
を

取
ら
れ
る
。
あ
せ
り
に
す
き
が
生
じ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
残
り
は
１
分
４８
秒
、
木
本
は
ま
す
ま
す

猛
然
と
肉
薄
す
れ
ば
天
尾
ほ
ば
掛
け
逃
げ
の
状
況

を
展
開
。
よ
う
や
く
副
審
２
人
立
っ
て
天
尾
消
極

指
導
の
ア
ピ
ー
ル
。
ウ」
れ
が
終
了
４
秒
前
の
こ
と
。

ぎ
り
ぎ
り
引
き
分
け
の
結
果
、
こ
こ
で
コ
マ
ツ
の

勝
利
が
決
定
し
た
。

コ
マ
ツ
の
攻
撃
力
と
守
備
力
が
作
戦
通
り
に
成

功
し
た
。
住
友
海
上
は
７
月
の
世
界
選
手
権
代
表

２
人

（横
澤
と
上
野
）
を
大
事
を
と
っ
て
出
場
さ

せ
ず
、
加
え
て
誤
算
は
エ
ー
ス
真
壁
の
負
傷
に
よ

る
欠
場
が
痛
か
っ
た
。
９８
年
の
ア
ジ
ア
大
会
６３
地

銀
メ
グ
ル
の
木
本
が
、
こ
の
大
会
を
最
後
に
引
退

を
表
明
し
た
。

コ
マ
ツ
対
ミ
キ
ハ
ウ
ス
戦
で
は
天
尾
対
南
の
勝

負
が
好
試
合
だ
っ
た
。
先
に
天
尾
が
効
果
を
取
る

と
南
の
左
大
外
刈
り
が
強
襲
し
て
効
果
で
タ
イ
。

再
び
天
尾
が
効
果
を
取
り
な
が
ら
、
ま
た
も
残
り

４
秒
で
掛
け
逃
げ
指
導
を
受
け
て
の
引
き
分
け
だ

っ
た
。
ミ
キ
ハ
ウ
ス
橋
本
圭
史
総
監
督
に
よ
る
と

「韓
国
体
育
大
学
院
の
盲
が
不
調
の
た
め
、
日
蔭

暢
年
監
督
が
急
き
ょ
南
に
ス
イ
ッ
チ
し
た
。
南
は

ド
イ
ツ
遠
征
合
宿
か
ら
前
日
帰
国
し
た
ば
か
り
。

成
田
か
ら
飛
ん
で
き
た
」
由
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま

で
首
位
か
２
位
か
ら
下
が
っ
た
こ
と
の
な
い
ミ
キ

ハ
ウ
ス
の
急
降
下
は

「伝
統
を
傷
つ
け
る
も
の
」

と
総
監
督
の
一
言
。

■
優
勝
監
督

コ
メ
ン
ト尋

ツ

松

岡

義

之

住
友
、
ミ
孝
ハ
ウ
ス
と
も
に
力
的
に
は
差
は
な

か
っ
た
が
、
昨
年
以
上
に
良
く
ま
と
ま
っ
て
全
員

で
勝
ち
と
っ
た
。
長
井
新
コ
ー
チ
が
よ
く
助
け
て

く
れ
た
。
新
人
の
一
見
、
松
崎
は
今
ま
で
に
な
か

っ
た
タ
イ
プ
の
選
手
（明
る
く
元
気
）
で
、
チ
ー
ム

全
体
の
ム
ー
ド
も
か
な
り
変
わ
っ
た
。

特
に
一
見
が
入
社
後
調
子
を
上
げ
、
今
日
も
良

い
と
こ
ろ
で
活
躍
し
て
く
れ
た
。
次
は
世
界
を
狙

わ
せ
た
い
。

fづ誓 瓶
=＼＼
＼

山田の内股見事に決まる

【優勝までの対戦成績】

第 十試合

コ  マ   ツ 3-0
0山田真由美 2段 袈裟固め
窪 田雅 子 2段

―○一 見 理 沙 2段 優勢勝ち

○天 尾 美 貴 2段 優勢勝ち

松崎みずほ 2段 ―⇒←―

第 2試合

コ  マ   ツ 2-1
窪 田雅 子 2段 優勢勝ち

○山田真由美 2段 内  股
○一 見理沙 2段 大 外 刈

天 尾美貴 2段
―松崎みずほ 2段 一⇒←―

第 3試合
コ  マ  ツ 4-0
0窪 田雅 子 2段 優勢勝ち
○山田真由美 2段 優勢勝ち
天 尾美貴 2段

―○一見理 沙 2段 優勢勝ち

○松崎みずほ 2段 内  股

ダ イ コ ロ

海 下 澄 枝 2段

南 條 和 恵 3段

小 坂 知 巳 2段

柳 田恭 子 3段

難 波 友 美 2段

住 友 海 上

茂 木 仙 子 3段○

渋谷美枝子 4段

貝 山仁 美 3段

木 本 奈 美 3段

吉田亜沙美 初段

ミ キ ハ ウ ス

宮之原ま1)み 3段
岡 崎 綾 子 2段

南  千 草 2段
中 市 陽 子 3段

木 屋 好 絵 2段

女子第一部優勝のコマツチーム

◆

粗
Ｉ
Ｅ
畢

女 子 第 一 部 成 績 表  〈リーグ戦〉

住友海上 コ マ ツ ダイコロ ミキハウス
勝   負
0言い負()分

順   位

住友海上 △  | 03 02 2勝 1敗 2仕

コ マ ツ 02 03 04 3勝 0敗 優  勝

ダイコロ △  | △  0 0勝 3敗 4 位

ミキハウス △  I △  0 02 ＼ 1勝 2敗 3 仕



西
日
本
警
備
保
障

三
年
目
で
初
優
勝

前
年
よ
り
１
チ
ー
ム
少
な
い
１２
チ
‐
ム
が
参
加
。

前
年
優
勝
の
肥
後
銀
行
が
初
戦
で
敗
退
す
る
番
狂

わ
せ
。
日
水
製
薬
が
不
戦
の
星
１
つ
を
拾

っ
た
あ

と
、
引
き
分
け
２
で
逃
げ
切
り
殊
勲
の
星
を
あ
げ

た
。
肥
後
銀
行
は
磯
川
、
上
野
の
ポ
イ
ン
ト
ゲ
ツ

タ
ー
が
寝
技
で
固
め
切
れ
ず
、
こ
れ
が
敗
因
。

決
勝
は
互
い
に
初
進
出
同
士
の
タ
カ
メ
デ
ィ
カ

ル
と
西
日
本
警
備
保
障
。
先
鋒
戦
は
タ
カ
メ
デ
ィ

カ
ル
の
横
澤
が
攻
め
て
相
手
指
導
を
取
る
。
中
堅

は
左
内
股
、
足
取
り
で
再
三
飛
び
込
む
タ
カ
メ
デ

ィ
カ
ル
上
村
を
身
長
で
１５

ｃｍ
上
回
る
西
日
本
警
備

保
障
中
尾
が
つ
ぶ
し
て
防
ぎ
、
残
り
１
分
１３
秒
左

払
腰
か
ら
の
大
内
刈
り
で
効
果
に
結
び
付
け
、
タ

イ
と
す
る
。
大
将
決
戦
は
山
田
が
右
払
い
巻
き
で

攻
め
る
が
、
体
重
で
３２
ｋｇ
軽
い
小
出
水
が
背
後
か

ら
足
を
取

っ
て
食
ら
い
つ
く
。
こ
の
あ
と
小
出
水

は
背
負
い
投
げ
で
連
続
的
に
攻
め
、
守
勢
の
山
田

に
指
導
が
与
え
ら
れ
、
す
ぐ
終
了
の
ブ
ザ
ー
。
接

戦
を
僅
差
で
制
し
た
小
出
水
、
う
れ
し
さ
の
あ
ま

リ
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
。

先
輩
後
輩
仲
の
良
い
、
い
い
チ
ー
ム
が
つ
く
れ

た
。
大
会
出
場
３
年
目
で
の
優
勝
は
非
常
に
う
れ

し
い
。

こ
れ
で
実
績
が
出
来
た
の
で
、
会
社

の
理
解
を

得
て
、
も

っ
と
も

っ
と
強
化
し
て
い
き
た
い
。

■
優
勝
監
督
コ
メ
ン
ト

西
日
本
と
一一一掃

保
障

筑

紫

仁

女子第二部優勝の西日本警備保障チーム

【準 決 勝】
日 水 製 薬 |-2タ カメディカルA

西 せつ子 2段
―

横 澤沙 恵 2段

○三代聡 美 2段 腕挫十字回 上 村 陽子 2段

坂 中基 美 2段 崩上四方固 山田千恵美 初段○
三代聡 美 2段 合  技 山田千恵美 初幽Э

西日本警備保障 I一 | セ  コ  ム
大塚こずえ 初段

―
赤 野 仁 美 2段

○中尾春莱 初段 反則勝ち 外 岡裕 子 3段

小出水幸子 2段 優勢勝ち 福田美奈子 3段○

【決   勝】
夕カメディカルA I-2 西 日本警備保障

○横 澤 沙 恵 2段 優勢勝ち 伊 藤 聡 子 2段
上 村 陽 子 2段 優勢勝ち 中 尾 春 菜 初段○
山田千恵美 初段 優勢勝ち 小出水幸子 2段○

優 勝 西日本警備保障
準優勝 タカメディカルA

肥 後 銀 行 |

日 水 製 薬 2

愛 メ デ ィカ ル 3
タカメディカルA 4
セ コム上 信 越  5
+仝会回生病院  6
+全会聖明病院  7
MCインターナショナル  8

西 日本警備保障  9
タカメディカルB 0
関西医療学園附属整骨院 H
セ   コ   ム  12

第 3位 日水 製 薬

第 3仕 セ コ ム

西日本警備保障

女子第二部成績表

定
時
総
会
」
開
催
さ
れ
る

第
４０
回
定
時
総
会
及
び
平
成
１３
年
度
理
事
会

は
、
平
成
１３
年
６
月
８
日
１６
時
３０
分
か
ら
鳥
取

県
立
武
道
館
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
第
１
号
議

案
か
ら
第
７
号
議
案
に
つ
い
て
、
満
場

一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

第
１
号
議
案

第
２
号
議
案

第
３
号
議
案

第
４
号
議
案

第
５
号
議
案

第
６
号
議
案

第
７
号
議
案

平
成
１２
年
度
事
業
報
告

平
成
１２
年
度
収
入
支
出
決
算

平
成
１３
年
１
月
～
３
月事
業
報
告

平
成
１３
年
１
月
～
３
月

収
入
支
出
決
算

平
成
１３
年
度
事
業
計
画
案

平
成
１３
年
度
収
入
支
出
予
算
案

平
成
１３
・・４
年
度
役
員
改
選
の
件

背負投げで攻める小出水



第
５．
回
全
日
本
実
業
柔
道
団
体
対
抗
大
会
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
開
催

６
月
９
日
ω
ｌ８
時
３０
分
よ
り
米
子
国
際
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
鳥
取
県
立
武
道
館
開
館
記
念
を
兼
ね
た
第

５．
回
全
日
本
実
業
柔
道
団
体
対
抗
大
会
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
何
全
日
本
柔
道
連
盟
の
嘉
納
会
長
や
地
元
鳥
取
県
の
西
原
出
納
長
、
森
田
米
子
市
長
を
は
じ

め
、
多
数
の
ご
来
賓
の
方
々
や
、
連
盟
役
員
、
並
び
に
地
元
関
係
者
な
ど
総
勢
剛
余
名
の
参
加
が
あ
り
、

武
道
館
の
開
館
の
お
祝
い
と
大
会
の
成
功
を
期
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
山
国
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
西
原
鳥
取
県
出
納
長
と
森
田
米
子
市
長
の
歓
迎
の
ご

挨
拶
の
後
、
永
瀬
米
子
市
商
工
会
議
所
会
頭
の
乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴
に
入
っ
た
。
祝
宴
の
中
で
は
、
地
元

の
安
来
節
保
存
会
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
あ
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
後
に
山
田
鳥
取
県
柔
道

連
盟
会
長
の
発
声
に
よ
る
万
歳
三
唱
で
お
開
き
と
な

っ
た
。

山田鳥取県柔道連盟会長 山口会長のあいさつ

山田鳥取県柔道連盟会長の苦頭で万歳三唱

男子 100kg級 男子90kg級

2001年世界柔道選手権大会代表選手 (当連盟在籍者)

生
回

″
康
僻
上
需

母
卜
井
徐

飛 塚 雅 俊
(新日本製鐵 )

上 野 雅 恵
(住友海上 )

中 村 兼 三
(旭化成 )

横 澤 由 貴
(住友海上 )

中 村 行 成
(旭化成 )

田 村 亮 子
(ト ヨタ自動車 )

男子8 kg級 男子66kg級

女子 70kg級 女子 52kg級 女子48kg級
発

行

日
　
２
０
０
十
年
７
月
１５
日

発
　
　
行
　
全
日
本
実
業
柔
道
連
盟

発

行

人
　
事
務
局
長

郷
田
博
史

取
材
協
力
　
いン
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

宮
澤
正
幸

印

　

刷
　
ダ

イ

コ
ロ
株
式
会
社

写真提供 :日 本柔道新聞社


